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2013年度
コージェネレーション導入実績

おかげさまで導入量
1,000万kWを突破いたしました。
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コージェネ財団 特別講演会レビュー

国土強靭化とコージェネレーション
鼎談

日本の成長戦略とナショナル・レジリエンス

パネルディスカッション
2030 年に向けたコージェネ普及拡大への展望

コージェネ導入事例
Case1

新潟日報 メディアシップ
省CO2化の先導的役割を果たし

環境活動の普及とともに中心市街地を活性化

Case2

新潟県長岡市 生ごみバイオガス発電センター
生ごみから電気をつくり、発酵残渣を有効活用する最先端システム

Case3

中越クリーンサービス ECO.3RD 工場
コージェネ導入で契約電力を約 30％低減

排熱利用でボイラーのガス消費量を大幅削減

2013年度コージェネレーション導入実績
累積設置容量が初めて 1,000 万 kW台に到達 !!
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コージェネ財団 特別講演会レビュー

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
規

模
自
然
災
害
な
ど
に
備
え
た
強
靭
な
国
づ
く

り
が
要
請
さ
れ
る
中
、
そ
の
基
盤
と
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
年
度
に
入

り
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
や
「
国
土

強
靭
化
基
本
計
画
」、
さ
ら
に
は
安
倍
内
閣

の
新
た
な
成
長
戦
略
を
示
し
た
「
日
本
再
興

戦
略
改
定
版
」
が
相
次
い
で
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
防
災
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
土
政
策
や
産

業
政
策
も
含
め
た
総
合
的
な
対
応
に
よ
っ
て
、

国
の
持
続
的
な
成
長
を
目
指
す
。

　

国
土
強
靭
化
の
推
進
に
あ
た
り
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ

ム
（
以
下
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
は
、
医
療
や
福

祉
施
設
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
拠
点
に
対
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
、
平
時
に
も
有
事

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
自
立
・
分
散
型

シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
が
２
０
１
４
年
７
月
23

日
に
開
催
し
た
特
別
講
演
会
「
国
土
強
靭
化

と
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
国
土

強
靭
化
に
向
け
た
具
体
策
の
１
つ
で
あ
る

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
活
用
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
提
言
が
な
さ
れ
た
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
の
柏
木
孝
夫
理
事
長

は
開
会
挨
拶
に
お
い
て
、「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、

コージェネ財団（一般財団法人 コージェネレーション・エ
ネルギー高度利用センター）は2014年7月23日、「国土
強靭化とコージェネレーション」をテーマに、特別講演会
を開催した。エネルギー安全保障や、環境・エネルギー制
約、高齢化対応など国内のさまざまな課題を克服してい
くための、1つの解決策となり得るコージェネに焦点をあ
て、産官学の有識者らがそれぞれの観点から提言。参加
者が300人を超える中、コージェネの最新動向や可能性
が示された。

こ
の
３
月
末
で
導
入
量
が
１
０
０
０
万
kW
を

超
え
た
。
分
散
型
電
源
と
し
て
の
特
長
を
生

か
し
、平
時
の
省
エ
ネ
、有
事
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
な
ど
で
重
要
な
役
割
を
果
た

せ
る
こ
と
が
、
産
業
界
を
は
じ
め
広
く
社
会

で
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
延
長

線
上
に
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
が
存

在
す
る
の
で
は
な
く
、
今
の
技
術
開
発
の
レ

ベ
ル
に
合
っ
た
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
が
必
要
」
と
指
摘
。「
大
規
模
な
電
源
を

ベ
ー
ス
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
よ
う
な
高
効
率

な
シ
ス
テ
ム
や
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
な
が
ら
、
デ
マ

ン
ド
サ
イ
ド
の
デ
ジ
タ
ル
革
命
を
推
進
す
べ

き
」
と
し
、
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

国土強靭化と
コージェネレーション
防災対策にとどまらず国力増大を促す国土強靭化に向けたコージェネ活用に期待

特集 コージェネ財団 特別講演会レビュー

取材・構成・文／中村実里
写真／加藤康

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
１
０
０
０
万
kW
か
ら
更
な
る
高
み
へ

柏
木
孝
夫 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
理
事
長

※本特集は、日経BP社のウェブサイト「日経ビジネスオンライン スペシャル：熱電併給 エネルギーインフラの未来」
　http://special.nikkeibp.co.jp/as/201301/acej/ に掲載した内容を再構成したものです。禁無断転載。3
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と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
一
体
化
に
よ
り
、
デ

マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
よ
う
な
形
で
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
で
生
ま
れ
た
電
気
や
熱
を
上
手
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
中
に
取
り
入
れ
な
が

ら
、
需
給
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
役
立
つ
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
力
強
く

意
気
込
み
を
述
べ
た
。

要
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
創
発
さ
れ
る
「
付
加

価
値
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
時
代
が
到
来
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
強
調
し
た
。

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
示
し
た
。
そ
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
体
化

さ
せ
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
が

　
「
日
本
の
成
長
戦
略
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
題
し
た
鼎て
い

談だ
ん

で
は
、
内
閣

官
房
に
設
置
さ
れ
た
国
土
強
靱
化
に
関
す
る

有
識
者
会
議
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
（
防
災
・
減
災
）
懇
談
会
」
の
委
員
で
あ

る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
山
下
徹
相
談
役
、
東

京
大
学 

高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の
秋
山

弘
子
特
任
教
授
、
柏
木
理
事
長
が
顔
を
揃
え

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
と
連
動
す

る
付
加
価
値
の
創
造
や
、
高
齢
化
対
応
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
い
う
３
者
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
に
よ
る
視
点
か
ら
、
日
本
の
成
長
戦

略
と
国
土
強
靭
化
を
見
据
え
た
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
模
索
を
進
め
る
、
東
京
大
学 

大
学

院
経
済
学
研
究
科
の
大
橋
弘
教
授
、
三
菱
重

上
田
隆
之 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官

土
方
教
久 

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
専
務
理
事

　

続
く
来
賓
挨
拶
で
、
経
済
産
業
省 

資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
上
田
隆
之
長
官
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
課

題
と
し
て
、
送
電
網
の
脆
弱
性
と
と
も
に
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
の
自
家
発
電
や
、
国
民
あ

る
い
は
企
業
の
省
エ
ネ
対
策
が
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
を
調
整
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
う
ま

く
組
み
込
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
点
な
ど
を
挙

げ
、
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
政
府
が
推
進
す

る
政
策
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

そ
の
一
つ
で
あ
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
は
、

電
力
や
ガ
ス
の
シ
ス
テ
ム
改
革
を
推
進
し
、

強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
を
目
指
す

各
地
域
の
具
体
的
な
計
画・実
施
に
お
い
て

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
活
躍

２
０
１
５
年
か
ら
５
年
ほ
ど
を
か
け
て
３
段

階
の
改
革
が
実
施
さ
れ
る
。

　

上
田
長
官
は
、
電
力
小
売
事
業
へ
の
参
入

の
全
面
自
由
化
を
進
め
る
第
２
段
階
の
法
案

が
、
先
般
の
国
会
で
通
過
し
た
こ
と
に
言
及
。

そ
の
思
想
背
景
と
し
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

世
界
を
今
ま
で
の
よ
う
な
一
貫
体
制
だ
け
で

は
な
く
て
、
送
電
網
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
中
立
化
し
、
こ
れ
ら
の
規
制
を
行
う
一
方

で
、
一
定
の
料
金
を
払
え
ば
誰
も
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
、
発
電
な
ど
そ
の
他
の
領
域

に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
自
由
度
を
高
め
て

い
く
」
と
い
う
主
旨
を
説
明
し
た
。

　

さ
ら
に
上
田
長
官
は
、「
今
後
は
並
行
し

て
、
ガ
ス
や
熱
供
給
の
シ
ス
テ
ム
改
革
も

進
め
て
い
く
」
と
明
言
。「
も
う
一
度
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
立
性
に
焦
点
を
あ
て
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
全
体
を
再
構
築
し
、
多

く
の
人
た
ち
が
発
電
し
、
多
く
の
人
た
ち
が

熱
を
供
給
し
、
多
く
の
人
た
ち
が
そ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

需
給
調
整
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
実

現
し
た
い
」
と
し
た
上
で
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
業 

エ
ン
ジ
ン
事
業
部
の
川
井
光
彦
事
業

部
長
、
森
ビ
ル 

環
境
推
進
室
の
武
田
正
浩

担
当
課
長
、経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁 

熱
電
併
給
推
進
室
の
日
原
正
視 

室
長
補

佐
が
登
壇
。「
２
０
３
０
年
に
向
け
た
コ
ー

ジ
ェ
ネ
普
及
拡
大
へ
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
も
た
ら
す
多
様
な
価
値
に
つ

い
て
議
論
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
挨
拶
を
行
っ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ

財
団
の
土
方
教
久
専
務
理
事
は
、
各
講
演
の

論
点
を
総
括
し
な
が
ら
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
今

後
を
展
望
。「
国
土
強
靭
化
に
向
け
、
今
後
、

国
の
方
針
の
下
で
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
計

画
を
策
定
あ
る
い
は
実
施
し
、
イ
ン
フ
ラ
や

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
る
フ
ェ
ー
ズ
に

移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
ま
さ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
活
躍
で
き
る
舞
台

が
用
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
」
と
、
期
待
を
込

め
て
語
っ
た
。

鼎
談

4



コージェネ財団 特別講演会レビュー

新たなエネルギーシステムと高齢化対応の街づくり
日本の成長戦略を担う産業に育て世界をリード

工
業 

エ
ン
ジ
ン
事
業
部
の
川
井
光
彦
事
業

部
長
、
森
ビ
ル 

環
境
推
進
室
の
武
田
正
浩

担
当
課
長
、経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁 

熱
電
併
給
推
進
室
の
日
原
正
視 

室
長
補

佐
が
登
壇
。「
２
０
３
０
年
に
向
け
た
コ
ー

ジ
ェ
ネ
普
及
拡
大
へ
の
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
も
た
ら
す
多
様
な
価
値
に
つ

い
て
議
論
し
た
。

　

最
後
に
閉
会
挨
拶
を
行
っ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ

財
団
の
土
方
教
久
専
務
理
事
は
、
各
講
演
の

論
点
を
総
括
し
な
が
ら
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
今

後
を
展
望
。「
国
土
強
靭
化
に
向
け
、
今
後
、

国
の
方
針
の
下
で
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
計

画
を
策
定
あ
る
い
は
実
施
し
、
イ
ン
フ
ラ
や

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
る
フ
ェ
ー
ズ
に

移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
ま
さ
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
活
躍
で
き
る
舞
台

が
用
意
さ
れ
て
い
る
は
ず
」
と
、
期
待
を
込

め
て
語
っ
た
。

日本の成長戦略と
ナショナル・レジリエンス

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
主
催
に
よ
る
７
月
23

日
の
特
別
講
演
会
で
は
、「
日
本
の
成
長

戦
略
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

と
題
し
た
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

デ
ー
タ
の
山
下
徹
相
談
役
、
東
京
大
学 

高

齢
社
会
総
合
研
究
機
構
の
秋
山
弘
子
特
任

教
授
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
の
柏
木
孝
夫
理

事
長
が
登
壇
。
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た

国
土
強
靱
化
に
関
す
る
有
識
者
会
議
「
ナ

シ
ョ
ナ
ル・レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
防
災・減
災
）

懇
談
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
三
人
が
顔

を
合
わ
せ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

の
活
用
に
よ
る
付
加
価
値
の
創
造
や
、
高

齢
化
対
応
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
い
う
三

者
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
よ
る
視
点
か

ら
、
国
土
強
靭
化
を
見
据
え
た
、
新
た
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
に
よ
っ
て
高
齢
化
対
策
な
ど

の
課
題
解
決
と
と
も
に
日
本
の
成
長
戦
略

を
推
進
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
提
示
し
た
。

鼎
談

て
い
だ
ん

5
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く
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
現
状
で
は
、

技
術
的
に
は
実
現
で
き
る
も
の
も
、
実
際
の

社
会
の
仕
組
み
の
中
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
規

制
に
ぶ
つ
か
っ
て
利
用
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

ア
ジ
ア
で
は
、
経
済
成
長
と
同
時
に
人
口
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

経
済
政
策
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
か
ら
、

人
口
の
高
齢
化
と
い
う
社
会
政
策
ま
で
手
を

打
て
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
国
々

は
、
高
齢
社
会
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
日
本
が
、
ど
ん
な
手
を
打
つ
の
か
を
注
視

し
て
い
ま
す
。
失
敗
し
た
こ
と
は
ま
ね
し
な

い
で
、
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
は
取
り
入
れ
よ

う
と
い
う
戦
略
で
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
、
す
ご
く
大
き
な
市
場

が
期
待
で
き
る
と
い
う
事
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
ア

ジ
ア
各
国
で
も
使
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

開
発
し
て
い
け
た
ら
よ
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
規
制
改
革
は
非
常
に
重
要

で
す
ね
。

柏
木　
何
を
規
制
改
革
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か
。

秋
山　
例
え
ば
、
75
歳
以
上
の
人
が
増
え
る

と
、
移
動
手
段
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き

ま
す
。
特
に
地
方
で
は
公
共
の
交
通
機
関
が

な
い
の
で
、
車
が
運
転
で
き
な
く
な
る
と
、

買
い
物
に
も
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

高
齢
化
に
対
応
し
た
新
た
な
移
動
手
段
を
つ

柏
木
孝
夫
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
破
綻
し
ま
し
た
。
特
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
日
本

の
発
展
か
ら
40
年
余
り
た
っ
て
イ
ン
フ
ラ
も

老
朽
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
機

に
イ
ン
フ
ラ
の
再
生
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
昔
の
よ
う
な
箱
も
の
行
政
と
か
道
路
を

建
設
す
る
な
ど
の
公
共
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、

成
長
戦
略
ま
で
含
め
た
、
今
後
を
見
据
え
た

国
土
の
強
靭
化
や
、
国
力
の
増
強
に
つ
い
て

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
成
長
戦
略
を
促
す
た
め
に
は
、
規
制

改
革
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
秋
山
さ
ん
の
専
門
分
野
で
あ
る
高

齢
社
会
に
お
い
て
は
、
規
制
改
革
の
実
施
に

よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略
を
描
け
る

で
し
ょ
う
か
。

秋
山
弘
子
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
高
齢
社
会

の
課
題
を
解
決
す
る
中
で
、
成
長
戦
略
を
考

え
て
い
け
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。
日
本
は
経

済
成
長
し
て
か
ら
人
口
の
高
齢
化
を
迎
え
る

と
い
う
よ
う
に
、
一
段
ず
つ
課
題
に
直
面
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
膨
大
な
人
口
を
抱

え
る
中
国
や
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

規
制
改
革
が
鍵
を
握
る

高
齢
化
対
応
の
モ
デ
ル
づ
く
り

東京大学 高齢社会総合研究機構 特任教授
イリノイ大学でPh.D(心理学)取得、米国の国立老化研究機構(National Institute on 
Aging) フェロー、ミシガン大学社会科学総合研究所研究教授、東京大学大学院人文社
会系研究科教授(社会心理学)などを経て、2006年より現職。日本学術会議会員。専門は
ジェロントロジー(老年学)。高齢者の心身の健康や経済、人間関係の加齢に伴う変化を
20年にわたる全国高齢者調査で追跡研究。近年は超高齢社会のニーズに対応するまち
づくりにも取り組むなど超高齢社会におけるよりよい生のあり方を追求している。

秋山 弘子 氏
あ き や ま  ひ ろ こ
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ち
上
げ
た
、
米
国
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位

シ
ス
テ
ム
）
を
優
る
精
度
で
位
置
情
報
を
特

定
で
き
る
準
天
頂
衛
星
「
み
ち
び
き
」。
こ

れ
は
民
間
だ
け
で
や
ろ
う
と
し
て
も
、
実
現

で
き
る
体
力
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
衛
星
は

ま
ず
政
府
の
仕
組
み
で
打
ち
上
げ
た
方
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

　

今
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
だ
と
数
十
メ
ー
ト
ル
、
あ
る

い
は
数
メ
ー
ト
ル
の
単
位
ま
で
し
か
位
置
を

特
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
準
天
頂
衛
星
が
４
基

ぐ
ら
い
上
が
れ
ば
、
数
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

さ
ら
に
は
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
単
位
で
特

定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
精

度
が
上
が
れ
ば
、
農
業
機
械
だ
と
か
、
街
の

中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
が
自
動
運
転
で
き

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
他
の
分
野
で

も
可
能
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
部
分
は
民
間
で
行
う
べ

き
で
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
の
本
当
に
基
盤
的
な

部
分
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
行
わ
な

い
限
り
実
現
で
き
ま
せ
ん
。

　

米
国
の
場
合
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
民
間
の
サ
ー

ビ
ス
で
は
な
く
て
、
軍
事
予
算
で
整
備
し
て

き
た
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
っ
て
も
と
も

サ
ー
ビ
ス
も
で
き
る
し
、
医
療
機
関
と
直
に

デ
ー
タ
を
や
り
取
り
す
る
こ
と
で
役
立
つ
場

合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
連
携
と
い

う
の
は
重
要
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

秋
山　
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
医
療
分
野
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
が
連
携
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
在
宅
医
療
を
実
施
し

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
遠
隔
医
療
も
、

別
に
離
島
向
け
に
限
っ
た
話
で
は
な
く
て
、

東
京
の
中
で
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

遠
隔
医
療
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

が
あ
っ
て
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
の
で
、
今
の
時
代
の
社
会
的
背
景
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
規
制
に
、
組
み
替
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

柏
木　
山
下
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。
成
長

戦
略
を
誰
が
主
体
的
に
進
め
て
い
く
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
で
す
が
、
補
助
金
な
ど
で
政

府
が
大
き
く
関
与
す
る
よ
り
も
、
民
間
の
力

で
進
め
た
方
が
持
続
可
能
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

山
下
徹
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
そ
う
で
す
ね
。

た
だ
、
全
て
が
民
間
の
力
と
い
う
わ
け
に
も

い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
日
本
が
打

柏
木　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
は
、
規
制
改

革
に
よ
っ
て
自
由
化
が
進
み
、
ま
さ
に
そ
れ

が
成
長
戦
略
に
つ
な
が
り
ま
す
。
新
た
に
家

庭
部
門
で
も
電
気
を
売
っ
た
り
買
っ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
し
い
事

業
者
も
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
部
分
の

情
報
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
高
齢
者
の
見
守
り

官
民
の
連
携
で
世
界
に
先
駆
け

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を

NTTデータ 相談役
1971年東京工業大学工学部卒業、同年日本電信電話公社（現NTT）
入社。88年のNTTデータ通信（現NTTデータ）分社以降、産業営業本部
長、ビジネス開発事業本部長、常務取締役、代表取締役副社長を歴任し、
2007年に代表取締役社長に就任。12年より取締役相談役、14年より現
職。日本経団連「高度情報通信人材育成部会」の部会長や、当該部会の
実行機能を引き継いだ「特定非営利活動法人高度情報通信人材育成支
援センター(CeFIL)」の発起人となるなど、国際競争力の源泉となる高度
なICT人材の育成に尽力してきた。

山下 徹 氏
や ま し た  と お る
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然
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
取
り
込
ん
で
い
け
る
よ
う

に
な
る
。

　

こ
う
し
た
モ
デ
ル
は
、
高
齢
化
に
向
け
た

地
域
づ
く
り
の
一
つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

な
り
得
ま
す
。
日
本
が
い
ち
早
く
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
の
モ
デ
ル
を
構
築
で
き
れ
ば
、
社

会
シ
ス
テ
ム
ま
で
含
め
た
街
ご
と
そ
っ
く
り

そ
の
ま
ま
他
国
へ
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
ね
。

秋
山　
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
条
件
に
合
っ
た
か

た
ち
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
日
本
と
同
じ
こ
と
を
、
お
そ
ら

く
中
国
も
イ
ン
ド
も
何
年
か
遅
れ
て
経
験
す

る
で
し
ょ
う
。
日
本
が
先
行
し
て
、
モ
デ
ル

を
き
っ
ち
り
と
つ
く
り
込
ん
で
、
シ
ス
テ
ム

全
体
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
世
界
へ
輸
出
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
の
基
幹
産

業
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
ま
す
。

柏
木　
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
は
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
中
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
（
以

下
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
な
ど
の
分
散
型
電
源
を
入

れ
て
い
け
ば
、
熱
電
併
給
も
で
き
る
し
、
自

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で
よ

か
っ
た
の
で
、
米
国
の
つ
く
っ
た
イ
ン
フ
ラ

の
上
に
乗
っ
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は

そ
う
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
日
本
が
世
界
に
先
駆
け
て
実

現
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
や
は

り
自
ら
投
資
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
民
間
企

業
も
投
資
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
国
も
何
ら

か
の
社
会
的
な
投
資
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

と
は
軍
事
目
的
で
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
米
国

は
軍
事
予
算
に
よ
っ
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
ど

ん
ど
ん
開
発
し
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。

柏
木　
そ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
し
て
、

日
本
は
か
な
り
遅
れ
を
と
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

山
下　
米
国
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
Ｇ

Ｐ
Ｓ
で
も
軍
事
予
算
で
つ
く
っ
た
も
の
を
世

界
に
オ
ー
プ
ン
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
恩

恵
を
世
界
が
こ
う
む
っ
て
い
る
と
い
っ
て
い

い
。
米
国
は
と
て
も
開
放
的
な
国
な
ん
だ
と

高
齢
化
に
対
応
す
る

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
コージェネ財団 理事長
東京工業大学 特命教授／東京都市大学 教授
1970年東京工業大学工学部生産機械工学科卒業。大学院博士課程を経て79年博士号取得。
東京工業大学工学部助教授、東京農工大学工学部教授、東京農工大学大学院教授などを歴任
後、2007年より東京工業大学ソリューション研究機構教授、2012年より特命教授。2013年よ
り東京都市大学教授も兼務。2011年より一般財団法人 コージェネレーション・エネルギー高
度利用センター（コージェネ財団）理事長。経産省の総合資源エネルギー調査会新エネルギー
部会長などを歴任し国のエネルギー政策づくりに深くかかわる。現在、総合資源エネルギー調
査会省エネルギー・新エネルギー分科会長、同調査会基本政策分科会委員などを務める。

柏
木　
私
は
個
人
的
に
は
、
国
内
で
実
証
し

た
も
の
を
世
界
に
展
開
し
、
そ
の
市
場
を
拡

大
し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ま
だ
ま
だ

日
本
の
成
長
戦
略
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

街
づ
く
り
も
、
そ
う
で
し
ょ
う
。
高
齢
化
対

応
な
ど
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
成
長
戦
略

が
描
け
る
で
し
ょ
う
か
。

秋
山　
日
本
は
高
齢
化
と
同
時
に
、
人
口
の

減
少
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご
存
知

の
よ
う
に
、
日
本
創
成
会
議
か
ら
将
来
人
口

推
計
が
発
表
さ
れ
、
決
し
て
少
な
く
な
い
数

の
自
治
体
が
消
滅
の
危
機
に
あ
る
と
い
う
警

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
奨
励
し
て
い
る
国

交
省
も
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
真
剣
に
検
討
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
方
で
は
、

非
常
に
拡
大
分
散
し
た
街
や
、
中
心
部
が
空

洞
化
し
た
街
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
人
を

集
め
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
を
つ
く
り
、
効
率

的
な
イ
ン
フ
ラ
や
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
快

適
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。
さ
ら
に
、
街

と
街
の
間
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
で

つ
な
ぐ
。
こ
う
し
た
モ
デ
ル
は
、
長
寿
社
会

に
お
い
て
非
常
に
有
効
で
す
。

柏木 孝夫 氏
か し わ ぎ  た か お
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る
、
病
気
の
予
防
に
関
す
る
研
究
は
多
く
あ

り
ま
す
。
予
防
医
療
は
、
よ
り
重
視
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
住
環
境
の
整

備
は
、
ま
さ
に
予
防
に
直
結
し
ま
す
。
脳
溢

血
と
い
う
の
は
死
亡
原
因
の
上
位
に
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
例
え
ば
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
と
も

に
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
導
入
が
進

み
、
加
え
て
二
重
窓
に
す
る
こ
と
で
、
発
症

を
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
か
な
り
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
に
な
る
。

　

元
気
な
高
齢
者
が
増
え
る
の
な
ら
ば
、
全

く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
75
歳
ま
で
み
ん
な

が
元
気
に
働
い
て
税
金
を
納
め
て
い
た
ら
、

高
齢
社
会
を
あ
ま
り
心
配
す
る
必
要
は
な
い

で
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
適

切
に
使
え
て
、
快
適
で
健
康
的
な
生
活
が
で

き
る
住
環
境
を
、
高
齢
者
向
け
だ
け
で
な
く

若
い
時
か
ら
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
医
療
費
も
抑
え
ら
れ
ま
す
し
、
日
本
人

全
体
の
生
活
の
質
を
向
上
す
る
こ
と
に
大
き

く
寄
与
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
環
境
の

実
現
に
は
、
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
非
常
に

大
き
く
関
与
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

山
下　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
、
予
防
医
療
で
は
大
き
な

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
常

生
活
の
管
理
や
、
過
去
の
病
歴
の
活
用
な
ど

で
も
そ
う
で
す
。
ま
た
、
慎
重
に
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
ゲ
ノ
ム
情
報
な

ど
の
管
理
も
そ
う
で
す
。
医
療
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は

切
り
離
せ
な
い
関
係
だ
と
い
っ
て
よ
い
と
思

い
ま
す
。

予
防
医
療
を
支
え
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

エネルギーを適切に使えて、
快適で健康的な生活ができる住環境を、

高齢者向けだけでなく若い時から提供していくことが
大切です（秋山氏）

柏
木　
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
成
長
戦
略
は
、

シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
自
動

車
や
家
電
と
い
っ
た
製
品
を
売
る
こ
と
で
、

外
貨
を
稼
ぐ
シ
ナ
リ
オ
で
し
た
。
し
か
し
、

今
後
、
日
本
が
得
意
と
す
る
高
付
加
価
値
な

製
品
の
市
場
価
値
が
相
対
的
に
下
が
り
、
一

般
的
な
製
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
な
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
化
が
進
ん
で
く
る
と
、
日
本
の
競

争
力
も
相
対
的
に
下
が
っ
て
、
他
国
と
の
差

異
化
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
な
ら
ば
、
そ
の

先
の
成
長
戦
略
は
、
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ

を
描
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

山
下　
日
本
で
は
住
環
境
に
大
き
な
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
解
決
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
日
本
人
の
死
因
の
上
位
に
挙
げ

ら
れ
る
脳
溢
血
は
、
半
身
不
随
な
ど
の
後
遺

症
で
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
日
本
の
医
療

費
負
担
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
予
防
策
と
し
て
、
住

宅
の
窓
を
二
重
窓
に
し
て
セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
導
入
す
れ
ば
、
脳
溢
血
の
発
症

率
が
激
減
す
る
の
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

秋
山　
そ
う
し
た
住
居
内
の
温
度
管
理
に
よ

9
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現
状
で
は
、
医
療
や
税
金
な
ど
の
観
点
か
ら
、

大
き
な
課
題
と
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
世
界
に
先
駆
け
て
長
寿
化
し
て
い

る
こ
と
を
、
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え

る
視
点
が
、
す
ご
く
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
非
常
に
希
望
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

産
業
界
が
日
本
の
高
齢
化
に
チ
ャ
ン
ス
を
見

出
し
、
新
た
に
開
拓
で
き
る
大
き
な
市
場
に

対
し
て
真
剣
に
取
り
組
み
始
め
た
こ
と
で
す
。

ご
く
最
近
で
す
が
、
日
本
で
そ
う
し
た
活
動

柏
木　
今
の
安
倍
政
権
の
成
長
戦
略
で
は
、

農
業
問
題
や
医
療
問
題
、
そ
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
に
関
し
て
は
、
４
月
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
の
分
散
型

電
源
を
導
入
し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
な
ど
健
康
長
寿
に
向
け
た

対
策
に
も
リ
ン
ク
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
成
長
と
強
靭
化
と
い
う
大
き

な
問
題
を
考
え
る
際
に
、
各
課
題
を
今
後
ど

の
よ
う
に
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
成
長
戦
略
を
見
出
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ

う
か
。

秋
山　
成
長
戦
略
を
検
討
す
る
際
は
、
社
会

的
背
景
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
、
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特

に
注
視
し
た
い
の
が
、
人
口
動
態
の
変
化
で
、

日
本
が
高
齢
化
対
応
に
お
い
て
は
、
フ
ロ
ン

ト
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２
０
５
０
年
ぐ
ら
い
に
は
、
75
歳
以
上
の

人
口
が
倍
増
し
て
、
人
口
の
５
分
の
１
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

に
火
が
付
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
側
面
か
ら
も
政
府
に
応

援
し
て
も
ら
い
、
日
本
の
基
幹
産
業
の
一
つ

に
な
る
よ
う
育
て
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

山
下　
日
本
は
課
題
先
進
国
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
課
題
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解
決

で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
少
子
高
齢
化
で
生
産

性
を
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
現
状
に
お
い

て
、
介
護
も
医
療
も
農
業
の
分
野
で
も
、
ほ

と
ん
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
解
決
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
世
界
に
先
駆
け

た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
は
ず
で
、
い
ず

れ
他
国
に
も
輸
出
で
き
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
問
題

を
解
決
し
、
そ
の
知
見
を
世
界
に
展
開
し
広

げ
て
い
く
こ
と
は
、
国
際
競
争
力
の
観
点
か

ら
も
重
要
で
す
。

　

問
題
解
決
に
は
欠
か
せ
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
す

が
、
実
は
、
そ
れ
を
活
用
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

電
力
に
依
存
す
る
比
重
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
電
力
が
な
い
と
全
く
役
に
立
た
な

い
わ
け
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
稼
働
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
支
え

る
強
靭
な
電
力
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
当

健
康
長
寿
社
会
を
実
現
す
る

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ICTで問題を解決し、
その知見を世界に展開し広げていくことは、
国際競争力の観点からも重要です

（山下氏）
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か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

山
下　
日
本
の
優
れ
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

今
後
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

一
方
で
、
そ
れ
を
支
え
る
技
術
者
が
ど
ん
ど

ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。
世
界
に
比
べ
て
日
本
で
は
全
人
口
に

占
め
る
技
術
者
の
割
合
が
少
な
い
で
す
し
、

今
後
も
っ
と
少
な
く
な
っ
て
い
く
見
込
み
で

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
問
題
意
識
を

も
っ
て
い
る
人
は
、
ま
だ
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
若
手
の
技
術
者
を
育
成
し
て
い
く
よ
う

な
教
育
改
革
も
必
要
で
す
。

柏
木　
日
本
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
も
ち
ろ

ん
強
い
で
す
が
、
鉄
道
を
正
確
に
走
ら
せ
る

よ
う
な
緻
密
な
シ
ス
テ
ム
運
用
も
得
意
と
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も

含
め
た
新
し
い
街
づ
く
り
の
推
進
が
、
成
長

戦
略
の
一
つ
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
り
、
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
動
力
源
と
し
て
は
、
電

力
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
の
電
力
は
、
外
か
ら
供
給
す
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
電
池
の
よ
う
に
内
蔵
す
る
も
の
も
あ

る
。
あ
る
い
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
よ
う
な
熱
電

併
給
や
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
分
散

型
も
あ
っ
て
、
ま
さ
に
百
花
繚
乱
。
大
規
模

な
も
の
か
ら
小
規
模
な
も
の
ま
で
百
花
繚
乱

の
個
々
の
シ
ス
テ
ム
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
、
う

ま
く
全
体
最
適
化
で
き
た
時
に
、
高
齢
社
会

に
も
対
応
し
、
経
済
力
も
高
め
ら
れ
る
日
本

の
成
長
戦
略
と
な
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

社
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
電
力

備
蓄
を
従
来
ま
で
は
48
時
間
程
度
で
あ
っ
た

も
の
を
72
時
間
へ
と
延
長
さ
せ
よ
う
と
す
る

な
ど
、
自
社
の
防
衛
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
を
打
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
対
策
に
し
て
も
、
所
詮
は
72
時
間
程
度
の

備
蓄
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、

日
本
の
社
会
全
体
に
お
い
て
電
力
へ
の
依
存

が
高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す

か
ら
、
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
可
能

に
す
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
は
、
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

百花繚乱の個々のシステムをリンクさせて、
うまく全体最適化できた時に、

高齢社会にも対応し、経済力も高められる
日本の成長戦略となるのだと考えます

（柏木氏）

次
世
代
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
世
界
へ
輸
出

秋
山　
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
特
に
若
い
働

き
手
が
少
な
く
な
る
と
、
人
の
手
で
行
っ
て

い
た
作
業
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
補
っ
て
い
く

こ
と
が
必
須
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
高
齢

者
の
介
護
の
問
題
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
で
も
75
歳
く

ら
い
ま
で
働
く
こ
と
が
普
通
、
と
い
う
社
会

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
日
本
は
持
続
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。
外
国
人
労
働
者
を
入
れ
る

と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
生
産

性
と
安
全
性
を
保
ち
な
が
ら
、
高
齢
者
が
社

会
の
支
え
手
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
上
手
な
活
用
と
い

う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
要

に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
お
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
合
意
形
成
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
そ
の
部
分
で
は
、
む
し
ろ
経

験
豊
富
な
高
齢
者
の
方
が
力
を
発
揮
で
き
る

11
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パネ
ル

　
ディスカッション

2030年に向けた
コージェネ普及拡大への
展望

　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
主
催
に
よ
る
７
月
23

日
の
特
別
講
演
会
に
お
い
て
、「
２
０
３
０

年
に
向
け
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
普
及
拡
大
へ
の
展

望
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
東
京
大
学 

大
学
院
経
済

学
研
究
科 

教
授
の
大
橋
弘
氏
、
三
菱
重
工

業 

エ
ン
ジ
ン
事
業
部
長
の
川
井
光
彦
氏
、

森
ビ
ル 

環
境
推
進
室 

担
当
課
長
の
武
田

正
浩
氏
、
経
済
産
業
省 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁 

熱
電
併
給
推
進
室 

室
長
補
佐
の
日
原

正
視
氏
の
４
人
が
登
壇
し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

財
団 

専
務
理
事
の
土
方
教
久
氏
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。
様
々
な
分
野

で
高
効
率
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
模

索
を
進
め
る
有
識
者
ら
が
、
２
０
３
０
年

に
向
け
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
普
及
拡
大
の
鍵
と

な
る
技
術
開
発
の
見
通
し
や
、
期
待
さ
れ

る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
新
た
な
役
割
や
付
加
価

値
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

BCPやセキュリティを確保する
コージェネの新たな価値

12
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土
方
教
久
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン（
熱
電
併
給
）シ
ス
テ
ム（
以

下
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
の
設
置
容
量
は
２
０
１
４

年
３
月
末
で
、
家
庭
用
を
除
き
、
累
計

１
０
０
０
万
kW
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
家

庭
用
燃
料
電
池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
昨

年
度
末
で
７
万
台
余
り
ま
で
普
及
。
さ
ら
に

今
年
度
に
は
10
万
台
規
模
に
達
す
る
見
込
み

で
す
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
で
は
、
一
昨
年
に
ア
ド

バ
ン
ス
ト
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
（
以
下
Ａ
Ｃ
研
究
会
）
を
立
ち
上
げ
、
今

後
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
普
及
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
を
検
討
し
て
、
今
年
３
月
末
に
最
終
報
告

書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入

コ
ス
ト
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
低

減
、
燃
料
費
の
見
通
し
な
ど
の
条
件
を
勘
案

し
、
２
０
３
０
年
の
導
入
規
模
を
試
算
し

た
と
こ
ろ
、
現
状
の
約
３
倍
に
当
た
る
約

３
１
４
０
万
kW
ま
で
拡
大
し
得
る
と
い
う
推

計
結
果
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
２
０
３
０
年
に
向
け
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ

の
将
来
展
望
や
、
技
術
開
発
の
見
通
し
、
注

目
す
べ
き
付
加
価
値
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
川
井
さ
ん

に
う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
、
今
後
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
技
術
開
発
の
見
通
し
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

川
井
光
彦
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
Ａ
Ｃ
研
究

会
の
最
終
報
告
に
あ
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

は
、
２
０
２
０
年
に
５
MW
ク
ラ
ス
の
大
型
機

で
発
電
効
率
50
％
以
上
、
１
〜
２
MW
ク
ラ
ス

の
中
型
機
で
46
％
以
上
と
明
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
私
ど
も
の
目
標
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
目
標
の
達
成

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
行
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
改
良
だ
け
で
実
現
で
き
る
レ

ベ
ル
で
は
な
い
た
め
、
新
し
い
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
変
え
る
か
た
ち
で
開
発
を
進
め

て
い
ま
す
。
実
際
に
２
MW
機
に
つ
い
て
は
も

う
組
み
立
て
も
終
わ
り
、
９
月
に
は
実
証
実

験
の
目
的
で
、
私
ど
も
の
自
家
発
電
所
に
１

台
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

　

熱
の
有
効
利
用
と
い
う
こ
と
で
は
、
エ
ン

ジ
ン
冷
却
水
温
度
を
１
０
０
℃
超
ま
で
高
め

る
技
術
に
よ
っ
て
、
温
水
排
熱
か
ら
蒸
気
を

得
る
こ
と
で
、
電
力
と
蒸
気
で
の
総
合
効
率

を
従
来
の
63
・
６
％
か
ら
71
・
１
％
に
ま
で

改
善
し
て
い
ま
す
。
蒸
気
だ
け
で
な
く
、
冷

水
の
有
効
利
用
も
含
め
、
幅
広
く
熱
の
活
用

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

燃
料
電
池
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
（
固

体
酸
化
物
形
燃
料
電
池
）
と
マ
イ
ク
ロ
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
２
０
０

kW
級
の
加
圧
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
を

実
証
し
て
い
ま
す
。
４
１
０
０
時
間
も
の
連

続
運
転
に
耐
え
ら
れ
、
か
つ
発
電
効
率
は

55
％
を
実
現
。
来
年
度
は
お
客
様
の
と
こ
ろ

で
実
証
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
特
殊
陶
業
と
、
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
の
発
電
要
素

で
あ
る
円
筒
セ
ル
ス
タ
ッ
ク
の
量
産
に
向
け

て
業
務
提
携
し
、
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
。

パネ
ル

　
ディスカッション

２
０
３
０
年
を
見
据
え

コ
ー
ジ
ェ
ネ
技
術
の
開
発
を
推
進

川井 光彦 氏
か わ い  み つ ひ こ

三菱重工業
機械・設備システムドメイン エンジン事業部

事業部長
エンジンSBU長
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で
は
な
く
、
森
ビ
ル
を
は
じ
め
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
が
街
づ
く
り
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
を
新
た
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国

と
し
て
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。

日
原
正
視
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み
は
、
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
、
特
に
電
力
を
は
じ
め
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
改
革
後
に
は
、
進

め
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

シ
ス
テ
ム
改
革
も
見
据
え
て
、
横
浜
市
、

豊
田
市
、
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
、
北
九
州

市
の
４
地
域
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
実
証
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
、
今
後
は

実
証
を
終
え
て
実
装
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の

か
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
民
間
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
施
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

土
方　
Ａ
Ｃ
研
究
会
で
も
、
シ
ス
テ
ム
改
革

後
の
市
場
が
出
来
て
き
た
場
合
に
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
は
一
定
の
役
割
を
果
た
せ
る
と
い
う

前
提
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
い
て
い
ま
す
。

土
方　
森
ビ
ル
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
対
応
技
術
や
自

立
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
か
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

武
田
正
浩
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

応
は
今
後
も
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
昨
今
は
、
震
災
後
か
ら
少
し
経
済
状
況

が
改
善
し
て
き
た
た
め
、
ニ
ー
ズ
の
上
位
は
、

業
容
拡
大
や
好
立
地
な
ど
が
占
め
て
い
ま
す

が
、
日
本
が
地
震
国
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
大
地
震
が
来
る

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応

は
一
定
程
度
の
高
い
水
準
で
ニ
ー
ズ
と
し
て

残
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
見
て
い
ま
す
し
、
そ

れ
に
対
応
し
た
商
品
を
開
発
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
立
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
で
す
が
、
弊
社
の
街
づ
く
り
の

理
念
と
し
て
「
安
心
安
全
な
街
づ
く
り
」「
逃

げ
出
す
の
で
は
な
く
、
逃
げ
込
め
る
街
へ
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
の
で
、
当
然
な
が
ら
強
固

な
社
会
基
盤
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ

ラ
と
位
置
づ
け
、
外
せ
な
い
要
件
と
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

土
方　
必
ず
し
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
だ
け

森ビル
環境推進室 担当課長

日原 正視 氏
経済産業省

資源エネルギー庁
省エネルギー・新エネルギー部

熱電併給推進室 室長補佐

シ
ス
テ
ム
改
革
後

さ
ら
に
役
割
を
増
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ

武田 正浩 氏
た け だ  ま さ ひ ろ

ひ は ら  ま さ み
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ピ
ー
ク
時
間
帯
で
約
40
円
、
そ
の
他
の
時
間

帯
で
約
７
〜
17
円
と
な
り
ま
す
。

　

武
田
さ
ん
は
、
こ
の
試
算
結
果
を
、
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
価
値
を
ど
の
よ
う
な
方
に
認
め
て
も
ら

う
必
要
が
あ
る
の
か
、
ま
た
認
め
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
が
重
要
な
の
か
、

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

武
田　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
価
値
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

と
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
定
量
化
し
た
数

字
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、
系
統
的
に
様
々
な

視
点
で
定
量
化
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
、
非
常

に
意
義
深
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

誰
に
認
め
て
も
ら
う
か
に
つ
い
て
は
、
私

た
ち
の
場
合
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
特
に
テ
ナ
ン
ト
や
投

資
家
の
方
々
に
付
加
価
値
を
認
め
て
い
た
だ

き
、
で
き
れ
ば
そ
の
対
価
が
発
生
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

土
方　
大
橋
先
生
は
、
災
害
時
の
対
応
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
、
分
散
化
と
い
っ
た
様
々
な
補

完
的
な
要
素
の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
事
業

価
値
を
創
造
で
き
る
こ
と
が
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

の
強
み
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
型

電
源
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

大
橋　
経
済
価
値
は
、
他
の
代
替
的
な
電
源

と
見
合
う
か
ど
う
か
を
意
味
し
ま
す
。

　

こ
の
考
え
方
を
推
し
進
め
て
い
く
と
、
自

然
と
他
の
電
源
と
比
べ
な
が
ら
ミ
ッ
ク
ス
し

大
橋
先
生
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
役
割
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

大
橋
弘
氏
（
以
下
敬
称
略
）　
シ
ス
テ
ム
改

革
後
は
、
こ
れ
ま
で
供
給
者
だ
け
が
プ
レ
ー

ヤ
ー
だ
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
に
、

需
要
家
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
加
わ
り
、
新

た
な
付
加
価
値
が
つ
け
ら
れ
て
い
く
よ
う
に

な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
も
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
な
ど
色
々
な
考
え
方
が
出
て
き
て

い
ま
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
需
要
家
が
つ
け

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る

価
値
の
認
知
拡
大
が
課
題

る
付
加
価
値
の
中
で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
一
定

の
非
常
に
大
き
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
持
つ
よ
う

に
な
る
と
考
え
ま
す
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に

伴
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
価
値
、
災

害
時
対
応
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

へ
の
貢
献
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
の
「
外
部

性
」、
ま
た
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と

い
う
こ
と
な
ど
も
、
常
に
重
要
な
論
点
と
し

て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

お お は し  ひ ろ し

東京大学
大学院経済学研究科 教授

大橋 弘 氏

土
方　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
将
来
性
を
考
え
た
際

に
気
に
な
る
の
が
、
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
の
議
論
で
す
。
そ
の
見
通
し
に
つ

い
て
、
日
原
さ
ん
か
ら
一
言
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

日
原　
現
在
は
、
ま
ず
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
子
力
と
３
つ
の
小
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を

深
め
て
い
る
状
況
で
す
。
各
小
委
員
会
で
、

あ
る
程
度
の
検
討
が
深
ま
っ
た
段
階
で
、
こ

れ
を
ま
と
め
て
ミ
ッ
ク
ス
の
議
論
に
入
っ
て

い
く
と
い
う
流
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
つ
い
て

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
と

い
っ
た
も
の
と
並
ぶ
柱
と
し
て
、
引
き
続
き

導
入
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

土
方　
柱
の
１
つ
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
い

う
、
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
新
た
な
価
値
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
Ａ

Ｃ
研
究
会
で
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
電
源
価
値

を
定
量
化
し
ま
し
た
。回
避
可
能
原
価（
コ
ー

ジ
ェ
ネ
が
代
替
す
る
電
源
の
発
電
コ
ス
ト
に

基
づ
き
算
定
）
の
考
え
方
で
試
算
す
る
と
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
電
源
価
値
は
、
kW
ｈ
当
た
り
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た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
方　
日
原
さ
ん
、
今
後
の
制
度
設
計
の
中

で
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
新
た
な
価
値
と
い
う
も

の
を
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ん
で
い
け
る
で

し
ょ
う
か
。

日
原　
Ａ
Ｃ
研
究
会
に
お
い
て
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
新
た
な
価
値
に
つ
い
て
定
量
化
し
た
検

討
は
、
と
て
も
意
義
深
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
い
っ
た
価
値
を
い

か
に
認
知
し
て
も
ら
え
る
か
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
そ
れ
を
制
度
的
に
達
成
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
例
え
ば
国
土
交
通
省
で
は
、

環
境
価
値
を
不
動
産
に
持
ち
込
ん
だ
「
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す

し
、
経
済
産
業
省
で
も
、
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ

ン
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り

組
み
を
持
ち
込
ん
だ
「
ス
マ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ

ン
評
価
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
制

度
が
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
導
入
促
進
で
も
有
効
か
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
新
た
な
価
値
を
一
般
に
認
知

し
て
も
ら
う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

土
方　
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
新
た
な
価
値
の
定
量

化
を
、
社
会
で
広
く
認
知
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
、
ま
さ
に
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。

様
々
な
方
の
関
与
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め

の
仕
組
み
や
制
度
、
規
制
改
革
な
ど
の
議
論

が
必
要
で
す
。

　

私
ど
も
財
団
と
し
て
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
し
、
皆
さ
ま
に
引
き
続
き
、
ご
支
援
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

製
造
し
て
い
る
工
場
が
、
ど
う
し
て
停
電
時

に
稼
働
で
き
な
い
の
か
、
と
随
分
と
責
め
ら

れ
た
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
り
し
て
、

非
常
に
辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
震
災
の
年
の
２
０
１
１

年
12
月
に
は
、
相
模
原
の
工
場
に
１
・
５
MW

の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
６
台
設
置

し
ま
し
た
。
今
、
様
々
な
実
証
に
使
用
し
て

い
る
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
発
電
所
で
す
。
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
応
に
関
し
て
は
、
震
災
時
に
工
場
が

何
も
機
能
し
な
か
っ
た
辛
さ
を
私
た
ち
自
身

が
身
に
染
み
て
感
じ
、
そ
う
し
た
経
験
を
踏

ま
え
て
非
常
に
強
い
思
い
を
持
っ
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
に
つ
い
て
は
実
証

実
験
を
ク
リ
ア
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
由
化
な
ど
を
考
え
ま
す
と
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
価
値
と
な
る
余
剰
電
力
の
販

売
や
自
己
託
送
な
ど
の
実
証
も
進
め
て
い
け

方
向
性
に
つ
い
て
も
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

川
井　
東
日
本
大
震
災
の
際
、
14
カ
所
の
当

社
の
工
場
の
う
ち
唯
一
、
相
模
原
の
工
場
が

計
画
停
電
を
経
験
し
ま
し
た
。
自
家
発
電
を

土
方　
川
井
さ
ん
に
う
か
が
い
ま
す
。
デ
マ

ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う

に
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
今
後
の

　

容
量
市
場
で
は
、
ア
ド
オ
ン
で
い
ろ
い
ろ

な
価
値
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
例
え
ば
、
環
境
価
値
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
価
値
も
、

電
源
価
値
の
ア
ド
オ
ン
で
入
れ
て
お
け
ば
い

て
い
か
ざ
る
を
得
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
を
フ
ォ
ー
マ
ル
に
実
行
で
き

る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
容
量
市
場

で
す
。

コージェネ財団
専務理事

認
知
を
広
げ
る
制
度
づ
く
り
や

規
制
改
革
の
議
論
を

土方 教久 氏
ひ じ か た  の り ひ さ

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
他
の
電
源
と
定
量
的
に

比
較
で
き
る
指
標
が
出
来
て
き
て
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
強
み
が
目
で
見
え
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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C o g e n e r a t i o n  C a s e  S t u d yコ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
事
例

Case1
新潟日報　メディアシップ

Case2
新潟県長岡市 生ごみバイオガス発電センター

Case3
中越クリーンサービス　ECO.3RD工場



省CO2化の先導的役割を果たし 
環境活動の普及とともに中心市街地を活性化

新潟日報

メディアシップ

　メディアシップは新潟日報社が創刊70周年の省CO2
のモデル事業として新築した新社屋で、次の4つのビ
ジョン（目標）を掲げ、本社機能だけでなく、人・モノ・コ
ト・情報が行き交う交流・情報発信拠点を目指している。

　ガスエンジンコージェネの導入をはじめ、北国の気候
に配慮した設計で省エネ性を高めたエコビルとして、国
土交通省の2010年度住宅・建築物省CO2先導事業に
採択され、新潟市の2010年度「建築環境総合性能評価
制度」で最高のSランクの評価を受けている。

Case1

M E D I A  S H I P

自然通風組込
ダブルスキンカーテンウォール
Low-eガラスと電動調光ブラインド
を組み込んだダブルスキンカーテン
ウォールで外皮負荷低減と開放性を
両立。高層基準階におけるサイドフィ
ン形状（エアウィング）を利用した自
然通風システム。

高性能人感センサーシステム
オフィスの調光、空調、換気風量制御
システムを採用し、人がいる部分のみ
に照明、空調、換気を対応し、省CO2

化を図る。昼光センサーによる昼光利
用を行い、自然光を取り込む。

太陽光発電システム
低層部庇に28kW相当のシースルー
太陽光発電パネルと多結晶型太陽光
発電システムを設置。

屋上緑化・壁面緑化
本体棟低層部屋根と駐車場棟壁面を
緑化。

床放射冷暖房システムの採用
1階イベントスペースに、床放射冷暖房
システムを採用し、室内環境を向上。

雨水利用
屋根に降った雨を地下ピット
に貯留し、便所洗浄水、かん
水に利用します。

メディアシップの外観と環境への取り組み

■ 施設概要
所 在 地 新潟市中央区万代3丁目1-1
敷 地 面 積 6,127.82㎡
延 床 面 積 35,717.08㎡

階 数 地下1階、地上20階、塔屋2階
用 途 事務所、商業施設、学術・文化交流施設

1	多メディア時代に対応した情報受発信拠点
2	学術・文化的機能を取り込んだカルチャー拠点
3	県民・読者が集うコミュニケーション拠点
4	省CO2化の先導的役割を果たすエコビル

換気排熱カスケード利用
外調機排熱をEHP室外機に送風し、
吸込温度を低減させて機器効率を向
上させる。

各階メカニカルバルコニーの
設置
高層棟基準階各階に室外機置場を
設置し、冷媒配管長及び冷媒高低差
を考慮した建築計画によるEHPの効
率向上。

IT監視分散化発電システム
高効率小型発電システムを利用した
コージェネ排熱利用システム、冬季窓
下放射暖房、夏季冷房熱源に活用。

見える化
省CO2コミュ二ケーションのためのエ
ネルギーの見える化、課金連動エネ
ルギーの情報化専用システムを構築。

BEMS導入
施設全体のエネルギー消費を時刻別
にモニタリング管理するエネルギーマ
ネジメントシステムを構築します。

外気処理専用除湿
省エネ型空調機の設置
ヒートパイプを組み込んだ高効率型空調機の
採用。予冷除湿再熱にてCool BIZを推進。
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メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
は
最
新
の
省
エ
ネ
設
備

を
備
え
た
エ
コ
ビ
ル
で
、
右
図
の
4
段
階

で
省
Ｃ
Ｏ
２
モ
デ
ル
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
導
入
さ
れ
た
環
境
配
慮
設
備
は
、
新
潟

の
気
候
環
境
を
活
か
し
た
自
然
通
風
シ
ス
テ

ム
、
高
性
能
人
感
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
（
低
層
部
に
28 

kW
相

当
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
）
の
導
入
、

４
段
階
で
進
め
ら
れ
る

メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
の
省
Ｃ
Ｏ
２
モ
デ
ル
事
業

屋
上
や
壁
面
の
緑
化
、
雨
水
利
用
、
外
気
処

理
専
用
除
湿
省
エ
ネ
型
空
調
機
の
設
置
、
換

気
排
熱
の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
、
Ｉ
Ｔ
監
視
分

散
化
発
電
シ
ス
テ
ム
（
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
利
用
し
た
排
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
）、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ

ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）
導
入
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
（
右
ペ
ー
ジ
図
）。

　

環
境
へ
の
取
り
組
み
の
た
め
に
導
入
し
た

主
要
設
備
の
一
つ
が
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

ジ
ェ
ネ
と
そ
の
排
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
で
、
下

図
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー
で
あ
る
。

電力負荷
電力供給（系統連系）

EHP

EHPチラー

冷温水ヘッダー

外調機

廃熱利用
（冷房時）

排熱利用（暖房時）
熱交換器

コージェネ35kW
×10

ジェネリンク120Rt
×3

室内空調負荷

外気空調負荷

ベリメーター暖房負荷

テナント

発電電力

商用電力

都市ガス

太陽光発電

ガスエンジンコージェネと排熱利用システム

第1段階
新社屋を市郊外から市中心部へ回
帰する（元本社から新社屋、メディア
シップへ移転）

第2段階
新社屋を地域の省CO2モデル事
業とする（エネルギー消費の情報化
（見える化）を行い、テナントと一体
でビルの省CO2に取り組む）

第3段階
中心市街地省CO2プロジェクトを立
ち上げる（中長期の行動計画。今後
具体的なプランを策定）

第4段階
省CO2の県民への情報発信・啓発
活動を行う（第3段階と同様）
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■ ジェネリンクの概略仕様
メーカー 川重冷熱工業（株）
モデル名 SIGMA ACE
定格出力 冷房：422kW（120Rt）

暖房：280kW

台数 3台

■ ガスエンジンコージェネの概略仕様
メーカー ヤンマーエネルギーシステム（株）
モデル名 CP35VC 
定格出力 35kW
台数 10台
効率 発電効率34%、温水回収効率51%

 

10
台
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
常

用
専
用
で
、
系
統
連
系
し
て
必
要
発
電
量
お

よ
び
排
熱
需
要
に
よ
り
群
制
御
が
行
わ
れ
、

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
だ
け
で
な
く
分
散
型
電

源
と
し
て
節
電
や
ピ
ー
ク
電
力
削
減
に
も
貢

献
し
て
い
る
。

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
は
、

夏
期
は
排
熱
投
入
型
吸
収
式
冷
温
水
発
生
機

「
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
」（
１
２
０
Rt
×
３
台
）
の

熱
源
と
し
て
ベ
ー
ス
負
荷
を
１
０
０
％
負
担

ガスエンジンコージェネ（35kW×10台）
ジェネリンク（120Rt×3台）

し
、
冬
期
は
熱
交
換
器
を
通
し
て
窓
下
温
水

放
射
暖
房
（
９
〜
18
階
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
）

に
排
熱
を
直
接
利
用
し
て
い
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
は
、
２
０
０
５
年
に

発
生
し
た
新
潟
豪
雪
停
電
の
経
験
か
ら
、
高

圧
６
・
６
kV
の
常
用
・
予
備
の
２
回
線
受
電

と
し
、
さ
ら
に
非
常
用
発
電
機
（
燃
料
：
Ａ

重
油
、
容
量
：
７
５
０
kV
Ａ
）
を
設
置
し
て

い
る
。
災
害
時
に
も
新
聞
社
と
し
て
の
最
低

限
の
機
能
を
維
持
す
べ
く
、
電
源
を
多
重
化

し
た
（
系
統
電
源
＋
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー

ジ
ェ
ネ
＋
油
焚
き
非
常
用
発
電
機
）。

地
産
地
消

　

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
燃
料
は
都

市
ガ
ス
で
、
北
陸
ガ
ス
が
供
給
。
新
潟
県
は

全
国
有
数
の
天
然
ガ
ス
生
産
地
で
、
戦
後
間

も
な
く
か
ら
県
産
の
天
然
ガ
ス
が
都
市
ガ
ス

原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
は
省
Ｃ
Ｏ
２
の

観
点
か
ら
も
望
ま
し
く
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
と

な
っ
た
。

　

郊
外
に
あ
っ
た
本
社
を
、
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ

プ
と
し
て
市
内
中
心
部
へ
移
転
し
た
こ
と
で
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
貢
献
。
今
後
は

さ
ら
に
地
元
企
業
や
市
民
と
と
も
に
歩
む

省
Ｃ
Ｏ
２
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
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新潟県長岡市

生ごみバイオガス発電センター
g a r b a g e  b i o g a s  g e n e r a t i n g  e l e c t r i c i t y  c e n t e r

生ごみから電気をつくり、
発酵残渣を有効活用する最先端システム
　2013年7月に稼動を開始した新潟県長岡市の生ごみ
バイオガス発電センターは、平均65t/日の生ごみを処
理できる国内最大規模の生ごみ処理施設である。
受け入れた生ごみをメタン発酵させることで発生する
バイオガスを燃料としてガスエンジンを稼動し発電する
ほか、バイオガスは乾燥機の燃料としても利用されてい
る。また、発酵残渣は処理後に有効活用されている。
　本事業は、民間企業の資金、経営能力および技術力の
活用により財政資金の効率的な活用を図るため、PFI方

式（公共施設の建設、維持管理、運営などに民間の資金、
経営能力、技術的能力を活用する手法）により運営され
ている。運営、維持管理は特別目的会社である株式会社	
長岡バイオキューブが一括して行う。

■ 施設概要
所 在 地 新潟県長岡市寿3丁目6-1
施 設 規 模 65t/日（発酵対象55t/日）
処 理 方 式 湿式メタン発酵設備＋バイオガス発電設備（560kW）
運 営 期 間 2013年7月～2028年6月（15年間）

Case2

施
設
概
要

　

長
岡
市 

生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ
ン

タ
ー
（
下
写
真
）
は
、
ご
み
焼
却
施
設
や
リ

サ
イ
ク
ル
選
別
施
設
、
し
尿
前
処
理
施
設
な

ど
を
抱
え
る
長
岡
市
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の

一
角
に
位
置
し
て
お
り
、
さ
ら
に
長
岡
市
の

下
水
処
理
場
に
近
接
し
て
い
る
。
収
集
さ
れ

た
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
発
酵
不
適
物
は
、
構

内
の
ご
み
焼
却
施
設
で
焼
却
処
分
さ
れ
る
。

ま
た
、
近
接
す
る
下
水
処
理
場
は
本
施
設
へ

の
水
源
の
一
部
を
供
給
し
、
発
酵
残
渣
の
脱

水
処
理
の
過
程
で
発
生
す
る
排
水
の
処
理
も

担
っ
て
お
り
、
近
隣
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
設
備

と
連
携
す
る
こ
と
で
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
構

築
を
実
現
し
た
。

［
受
入・供
給・分
別
設
備
］

　

本
施
設
で
収
集
す
る
生
ご
み
は
、
長
岡
市

内
の
一
般
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
と
飲
食

店
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
事
業
系
の
生
ご
み

が
対
象
と
な
る
。

　

収
集
さ
れ
た
生
ご
み
（
65
ｔ
／
日
）
は
、

紙
お
む
つ
や
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
の
発
酵
不
適

物
（
10
ｔ
／
日
）
を
取
り
除
き
、
次
工
程
に

移
送
さ
れ
る
。
選
り
分
け
ら
れ
た
発
酵
不
適

物
は
、
場
内
に
隣
接
す
る
ご
み
焼
却
施
設
で

あ
る
寿
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
送
ら
れ
焼
却

処
分
さ
れ
る
。

長
岡
市 

生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ
ン
タ
ー
の
全
景

［
発
酵
設
備
］

　

発
酵
不
適
物
を
取
り
除
い
た
生
ご
み
は
、

近
接
す
る
下
水
処
理
場
の
放
流
水（
稀
釈
水
）

を
加
え
ら
れ
混
合
槽
、
調
整
槽
に
送
ら
れ
る
。

調
整
槽
は
発
酵
槽
で
一
定
量
の
ガ
ス
を
発
生

さ
せ
る
た
め
に
、
発
酵
槽
に
生
ご
み
を
定
量

で
送
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
発
酵
槽
内
は
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謝辞
末筆となりますが、本施設
の見学にあたり、長岡市環
境部環境施設課ならびに長
岡バイオキューブの皆様に
大変お世話になりました。
深く感謝を申し上げます。

（取材・文：佐々木 寛）

か
、
余
剰
分
は
２
０
１
４
年
７
月
か
ら
「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
収
制

度
」
を
活
用
し
、
電
力
会
社
へ
送
電
さ
れ
て

い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
排
熱
は

発
酵
槽
内
の
加
温
並
び
に
発
酵
残
渣
の
乾
燥

機
の
熱
源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

事
業
概
要

　

本
事
業
は
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
発
生

抑
制
、
リ
ユ
ー
ス
：
再
使
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
：

再
生
利
用
）
の
推
進
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
の
役
割
分
担
の
明
確
化
、
適
正
処
理
・
処

分
の
推
進
の
３
つ
を
基
本
方
針
と
し
た
「
長

岡
市
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本
計
画
」

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
計
画
で
は
、

生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
化
に
よ
る
ご
み
の
資
源

化
と
有
効
活
用
が
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
ら

れ
、
燃
や
す
ご
み
の
減
量
と
と
も
に
、
ご
み

を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
事
業
は
、
民
間
企
業
の
経
営
上

の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
能
力
、
資
金
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
整

備
・
運
営
事
業
と
す
る
べ
く
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
受
託
代
表
企
業

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
特

別
目
的
会
社
と
し
て
株
式
会
社 

長
岡
バ
イ

オ
キ
ュ
ー
ブ
を
設※
1

立
し
、
設
計
・
建
設
か
ら

運
営
・
維
持
管
理
ま
で
を
一
括
し
て
事
業
運

営
等
を
行
う
。
計
画
・
設
計
・
建
設
期
間
は
、

２
０
１
１
年
４
月
〜
２
０
１
３
年
６
月
の
２

年
３
ヶ
月
間
で
あ
り
、
そ
の
後
の
運
営
・
維

持
管
理
期
間
は
15
年
間
で
あ
る
。

　

長
岡
市 

生
ご
み
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
セ
ン

タ
ー
は
、省
Ｃ
Ｏ
２
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
拡
大
の
一
端
を
担
う
有
意
義
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
７
月
の
稼
動
開
始
か
ら
現
在
ま

で
約
１
年
が
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
日
本

全
国
か
ら
多
数
の
見
学
者
が
訪
れ
注
目
を
集

め
て
い
る
。

■ ガスエンジンコ－ジェネの概略仕様
メーカー JFEエンジニアリング（株）
機種 VGF600L
定格出力 560kW
燃料 バイオガス
燃料消費量 279N㎥/h

排熱回収 温水

排熱利用先
発酵槽の加温、
乾燥機の熱源

系統連系 有
停電運転 有

微
生
物
が
活
動
し
や
す
い
約
40
℃
に
保
た
れ
、

メ
タ
ン
発
酵
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
１
日

当
た
り
８
９
０
０
Ｎ
㎥
の
バ
イ
オ
ガ
ス
（
メ

タ
ン
ガ
ス
）
を
発
生
さ
せ
る
。
槽
内
の
加
温

に
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
冷
却
水
の
排
熱
を
利
用
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
は

脱
硫
装
置
に
て
硫
化
水
素
を
取
り
除
い
た
後
、

ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
に
蓄
え
ら
れ
る
。

［
発
酵
残
渣
処
理
設
備
］

　

発
酵
処
理
後
の
残
渣
物
は
、
脱
水
機
に
て

水
分
を
取
り
除
か
れ
る
。
こ
の
処
理
に
よ
る

排
水
は
下
水
処
理
場
に
送
ら
れ
浄
化
処
理
が

行
わ
れ
る
。
脱
水
後
の
発
酵
残
渣
は
乾
燥
機

に
て
処
理
さ
れ
、
最
終
的
に
は
４
ｔ
／
日
ほ

ど
の
量
に
な
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て

売
却
し
て
い
る
。
乾
燥
機
の
熱
源
と
し
て

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の
排
熱
を
利

用
し
て
い
る
。

［
バ
イ
オ
ガ
ス
有
効
利
用
設
備
］

　

ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
に
蓄
え
ら
れ
た
バ
イ
オ
ガ

ス
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
設
備
や
発
酵
残
渣
の
乾
燥
機
の
燃
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

設
備
は
１
日
当
た
り
１
万
２
３
０
０
kW
ｈ
、 

年
間
４
１
０
万
kW
ｈ
の
電
力
を
発
電
す
る
。

こ
の
電
力
の
一
部
は
場
内
で
利
用
さ
れ
る
ほ

※
１　

出
資
者
は
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、越
後
交
通

工
業
、オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
、Ｊ
Ｆ
Ｅ
環
境
サ
ー
ビ
ス
、

オ
リ
ッ
ク
ス
資
源
循
環

ガスエンジンコージェネレーションシステム
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中越クリーンサービス

ECO.3RD工場

コージェネ導入で契約電力を約30％低減
排熱利用でボイラーのガス消費量を大幅削減

　工場の名称である「ECO.3RD」は、この工場のコンセ
プトを表す言葉で、EcologyとReduce、Reuse、Recycle	
の3R、そして	Depot(基地）を組み合わせた造語である。
　環境配慮に力を入れているこの企業は中越クリーン
サービス株式会社。中越運送株式会社・中越通運株式会
社を中核とした中越グループの企業である。主な事業
内容はハウスクリーニングなどのホームサービス事業、
マットやモップなどダストコントロール製品のレンタル
事業を行うリースキン事業、建物の維持管理を総合的に
請け負うビルメンテナンス事業、福祉関係のシルバーサ
ポート事業と多岐にわたっている。
　その中で今回取材させていただいたのはリースキン

の主力製品であるモップやマットを回収し、きれいに洗
浄して再生させるリースキン事業の主力工場に導入さ
れているマイクロコージェネレーションである。洗濯・乾
燥工程で熱を大量に使う当工場でコージェネを取り入
れて上手に省エネしている事例を紹介する。

■ 施設概要
所 在 地 新潟市北区白勢町
敷 地 面 積 約5,950㎡
延 床 面 積 約3,150㎡（工場＋管理棟）
操 業 時 間 6:30～20:00（原則 土日は休日）
工 場 職 員 数 26名
日 平 均 洗 濯 量 マット9t（2300枚）/日、モップ1t（2000本）/日

E C O . 3 R D  F a c t o r y

Case3

23 コージェネ導入事例



導
入
の
き
っ
か
け

　

平
成
21
年
に
竣
工
し
た
同
工
場
は
、
竣
工

当
初
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

（
以
下
コ
ー
ジ
ェ
ネ
）
を
備
え
た
建
物
で
は

工場内観（業務用大型洗濯機）

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
導
入
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
補
助
金
活
用
時

の
コ
ス
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
親
身
に

相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
結
果
、
十
分

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
導
入
が

決
定
し
た
。
補
助
金
は
、
一
般
社
団
法
人 

都
市
ガ
ス
振
興
セ
ン
タ
ー
が
管
轄
し
て
い
る

「
平
成
24
年
度
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
推
進
事
業
費
補
助
金
」
を
利
用
し
、
事
業

費
の
１
／
３
が
補
助
さ
れ
た
。
ち
な
み
に

コ
ー
ジ
ェ
ネ
関
連
の
補
助
金
は
、
国
が
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
普
及
促
進
を
積
極
的
に
推
し
進
め

て
い
る
た
め
、
毎
年
度
予
算
が
公
布
さ
れ
、

今
年
度
も
予
算
が
つ
い
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
興
味
は
あ
る
が
、
計
画
を

進
め
る
上
で
具
体
的
に
ど
う
動
い
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
、
ま
た
資
金
計
画
の
不
安
も
あ

る
と
い
う
事
業
主
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
。

中
越
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
様
も
実
は
そ
う

い
っ
た
不
安
が
当
初
は
あ
っ
た
と
い
う
。
そ

う
い
う
時
は
、
ま
ず
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
や

コ
ー
ジ
ェ
ネ
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

シ
ス
テ
ム
概
要

　

本
工
場
で
は
マ
ッ
ト
や
モ
ッ
プ
な
ど
の
洗

濯
、
乾
燥
の
工
程
で
大
量
の
熱
を
使
う
。
洗

濯
機
で
は
40
℃
の
温
水
を
用
い
、
乾
燥
機
で

は
１
２
４
℃
の
蒸
気
を
用
い
る
。

な
か
っ
た
。
竣
工
後
２
年
程
度
た
っ
た
頃
に

光
熱
費
の
さ
ら
な
る
低
減
に
つ
い
て
社
内
で

議
論
す
る
中
で
、
熱
と
電
気
を
同
時
に
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
話
題
に
な

り
、
北
陸
ガ
ス
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

北
陸
ガ
ス
で
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
支
援
を

洗濯機、乾燥機、
ダスターホイ－ル、
コンベアシステム、
コンプレッサ

商用系統連系

照明、コンセント、
空調、ポンプなど 

マイクロ
コージェネレーション 

蒸気蒸気ボイラ2t
×2台 

洗濯機
温度：40℃ 

乾燥機
温度：124℃ 

工場系

一般系

貯湯タンク 
(設定温度50℃）

発電 
排熱

（温水66℃ ） 

都市ガス
（北陸ガス）

35kW

約2,400MJ/日 

　

ボ
イ
ラ
ー
用
の
水
は
阿
賀
野
川
か
ら
採
水

し
た
川
水
を
用
い
、
ボ
イ
ラ
ー
で
蒸
気
を
つ

く
っ
た
後
、
熱
交
換
し
て
50
℃
の
温
水
を
貯

湯
タ
ン
ク
に
貯
め
る
。
そ
こ
か
ら
洗
濯
機
へ

供
給
し
、
洗
濯
機
で
は
40
℃
で
使
用
す
る
。

朝
な
ど
機
械
の
立
ち
上
げ
時
は
蒸
気
を
使
用

す
る
。

　

こ
の
工
程
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
組
み
込
む
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
の
排
熱
温
水
66
℃
を
熱
交

換
す
る
こ
と
で
50
℃
の
温
水
を
つ
く
り
、
蒸

■ ECO.3RD工場のエネルギー系統図
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コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
工
場
の
稼
働
時
間
に
合
わ

せ
て
運
転
さ
れ
て
お
り
、
１
日
平
均
13
時
間

の
Ｄ
Ｓ
Ｓ
（Daily Start and Stop

）
運
転

を
行
っ
て
い
る
。
１
年
を
通
し
て
安
定
し
た

熱
負
荷
お
よ
び
電
気
需
要
が
あ
る
た
め
、
常

時
定
格
運
転
を
行
い
、
そ
の
能
力
を
フ
ル
に

発
揮
し
て
い
る
。

　

発
電
し
た
電
気
は
、
商
用
電
力
系
統
と
連

系
し
て
工
場
内
で
使
用
す
る
。
消
費
電
力
は
、

洗
濯
機
が
１
台
11 

kW
、
乾
燥
機
が
１
台
19 

kW
で
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
台
あ
る
。
ほ
か
に
も

コ
ン
ベ
ヤ
が
17 

kW
な
ど
、
多
く
の
電
力
を
必

要
と
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
コ
ー
ジ
ェ
ネ

で
賄
っ
て
い
る
。
ま
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
、
ヤ

ン
マ
ー
の
遠
隔
監
視
セ
ン
タ
ー
で
３
６
５
日

24
時
間
に
わ
た
り
、
そ
の
不
具
合
の
有
無
を

常
時
遠
隔
監
視
さ
れ
て
お
り
、
運
転
状
況
な

ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
削

減
効
果
は
、
１
２
５
kW
だ
っ
た
契
約
電
力

気
ボ
イ
ラ
ー
の
使
用
量
を
削
減
す
る
。
コ
ー

ジ
ェ
ネ
導
入
前
は
、
水
温
か
ら
洗
濯
機
の
必

要
温
度
で
あ
る
40
℃
ま
で
昇
温
す
る
の
に
蒸

気
だ
け
を
使
っ
て
い
た
が
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の

排
熱
を
使
う
こ
と
で
蒸
気
量
が
削
減
さ
れ
た
。

　

な
お
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル

が
、
導
入
後
は
90 

kW
へ
と
約
30
％
低
減
で
き

た
。
そ
の
排
熱
か
ら
は
１
日
平
均
２
４
０
０

Ｍ
Ｊ
の
熱
量
が
得
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
ボ

イ
ラ
ー
の
ガ
ス
量
に
置
き
換
え
る
と
約
59
㎥

／
日
の
削
減
量
に
相
当
し
、
年
間
の
ガ
ス
代

を
10
％
程
度
削
減
で
き
た
。

謝辞
今回の取材にあたり、ご多忙中にもかかわらず
工場内を案内してくださいました中越クリーン
サービス株式会社の坂爪晴幸様、皆川恒広様、小
井一広様、田村真二郎様および関係者の皆様に
誌面を借りて改めて御礼申しあげます。特に工
場内のシステムについて熱く語っていただいた
田村様、ありがとうございました。若い社員の
方たちが生き生きと働いている姿がとても印象
に残りました。 （取材・文：秋山 真吾）

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
の
35 

kW
タ
イ
プ
１

台
で
あ
る
。
ま
た
本
工
場
で
工
夫
し
て
い
る

点
と
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー
に
戻
る
蒸
気
の
レ

タ
ー
ン
を
熱
回
収
し
て
貯
湯
タ
ン
ク
の
昇
温

に
使
う
な
ど
、
排
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。

■ マイクロコージェネ用ガスエンジン
 仕様
メーカー ヤンマー

エネルギーシステム（株）
型式 CP35VC
定格出力 35kW
定格電圧 AC200V
定格電流 101A
相数 三相3線
燃料 都市ガス13A
燃料ガス消費量 103kW
排熱回収 温水回収
排熱回収量 52.5kW
温水取り出し温度 80℃
温水流量 150L/min
発電効率 34％
総合効率 85％

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
省
エ
ネ
効
果

マイクロコージェネレーションシステム

Case3 - EC O. 3 R D  Fa c t o r y
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2013年度コージェネレーション導入実績

当財団は、会員企業全社を対象とした調査をもとに、
2013年度のコージェネレーション導入実績をまとめました。

家庭用を除く民生用と産業用の合計で、
累積設置容量が初めて1,000万kW台に到達しました。

・	 2013年度（2014年3月末時点）に初めて1,000万kW台に到達しました。

■ 累積設置容量の年度推移 （設置・撤去を加減した正味値）

産業用分野

民生用分野

累積設置容量が初めて

1,000万kW台に到達!!
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【導入実績の累計】

【2013年度 導入実績】

■ 2013年度末の累積設置容量

合　計 民生用（家庭用除く） 産業用 2012年度末
（参考）

発電容量（万kW） 1,004.2 207.0 797.2 983

台　数 15,093 10,707 4,386 14,444

・	 累積設置容量は、1,004万2千kWとなり、初めて1,000万ｋW台に到達しました。
	 2012年度末に比べて21万2千kWの増加となりました。
・	 累積設置台数は、15,093台となり、2012年度末に比べて649台の増加となりました。

■ 2013年度の設置容量

合　計 民生用（家庭用除く） 産業用 2012年度
（参考）

発電容量（万kW） ３６.3 ４.2 ３２.1 ３７.９

台　数 ９05 ７39 １66 ９３８

・	 新設の設置容量は、36.3万ｋW、台数は905台と2012年度と同水準で、リーマンショック以前に近い
水準を維持しています。

・	 民生用分野では、病院をはじめ、公共施設や事務所といった用途に多く導入されています。
・	 産業用分野では、エネルギー関係、化学・製薬、機械、食品加工・飲料といった業種に多く導入されてい
ます。

27 2013年度コージェネレーション導入実績



コージェネレーションでネットワークを広げていく「コージェネット」

Vol.5
Autumn 2014

コージェネ財団
特別講演会レビュー

国土強靭化と
コージェネレーション

コージェネ導入事例
新潟日報 メディアシップ
新潟県長岡市
生ごみバイオガス発電センター
中越クリーンサービス ECO.3RD工場

2013年度
コージェネレーション導入実績

おかげさまで導入量
1,000万kWを突破いたしました。
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